
都道府県名：埼玉県

麦・大豆生産性向上計画

No.
策定年月 令和３年４月
見直し年月 令和４年７月



１．麦・大豆の生産性向上に向けた方針
（１）麦・大豆の生産性向上・産地強化に向けた方針

（２）県で推進する団地の基準等

　埼玉県は、全耕地面積に対して水田の割合が約55％を占める水田地域である。
近年、主食用米の国内需要が減少する中で、水田面積を維持し、安定した水田農業経営を実現するには、飼料用米や加
工用米等の生産拡大、園芸品目の導入等と併せて、麦・大豆の生産を拡大する必要がある。
　麦・大豆の生産拡大に当たっては、生産者戸数が減少し、担い手への集積が進む中で、効率的作業を可能とする生産性
の高い麦・大豆産地づくりを推進していく。
また、実需と密接に連携し需要が拡大基調である品種へ生産を移行していくとともに、耐病性品種等への切り替えを実需
の理解を得ながら進める。
　現在、埼玉県においては、水田収益力強化ビジョンにより水田フル活用の推進に取組んでいるが、本計画において、麦・
大豆生産拡大に係る取組をより具体化するとともに関係者の連携を強化し、水田農業の更なる活性化を図っていく。

　埼玉県においては、作業効率等を考慮し、「団地」は４ha以上の、同一作物が作付されており、一連の農作業に支障が生じな
い２筆以上の隣接する農地とする。



２．麦・大豆生産の現状と課題
（１）需要に応じた生産の現状と課題

※　麦については、直近の民間流通連絡協議会における販売予定数量と購入希望数量がわかる資料を添付すること。

（２）生産における現状と課題

・埼玉県の麦については、１９，３００トン(２年産：全農集荷実績)のうち、約８割強が製粉用として、県内外の製粉企業に
販売されているが、実需者からの需要量に対し、供給量を満たしておらず、増産を図る必要がある。

・埼玉県の大豆については、産地品種銘柄である「里のほほえみ」において、実需者からの要望量に対し、生産量を満た
していないことに加え、近年の天候要因による不作が続き安定供給には至っていない。そのため、湿害対策技術等を導
入することで単収を向上し、増産を図る必要がある。

近年、麦の作付面積は減少傾向で推移しているものの、実需者からは引き続き数量と品質の安定を求められている。大
豆については作付面積が増加傾向で推移しているものの、単収が低いことから安定供給には至っていない。
単収及び品質低下の要因としては、圃場の排水不良や地力の低下などが考えられ、湿害対策技術の導入や、適切な施
肥、土壌改良資材の施用等による対策が必要となっている。
また、近年は、担い手への農地の集積が進み、１農家あたりの作業面積が拡大することにより、適期作業の逸失等が起
こり、単収低下を引き起こしている。そのため、作業規模に見合った農業機械の導入や作付の団地化の推進等による農
地の集約が課題となっている。



（３）実績

※　田畑計の数値を記載している場合は、括弧内に田の面積を記載すること。
※　計画策定時に数値が把握できる直近３年の実績を記載する。麦と大豆で年産が異なっても良い。
※　年産は必要に応じて適宜書き換えて使用すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は、一括の記載が可能）
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３．課題解決に向けた取組方針・計画

（１）取組方針

※　①需要に応じた生産と販売の実現、②団地化の推進については必ず記載する。その他必要な項目を産地の実態に即して記載すること。

※　都道府県等で開発した技術等に取り組む場合は本項目に技術名を記載すること。

①需要に応じた生産と販売の実現
　　麦については、大規模生産者を中心に規模拡大を進め、生産量の拡大に向けて排水性の向上等に取り組み、単収向上を図
る。また、ＪＡ、県で協力し、品質向上（タンパク値向上）に向けた施肥改善等の取組を進める。大豆については、埼玉県奨励品種
である「里のほほえみ」の栽培技術の改善により、単収を向上させることで安定供給を図る。
②団地化の推進
　人・農地プランや農地中間管理事業等による農地集積の推進と連携しつつ、麦・大豆の団地化に向けた話し合いを推進する。土
壌・排水条件の改善・作業の効率化等を図るため、各地区の団地化の推進に向けた計画作成を支援する。
③土づくり
　　地力の回復に向けては土壌診断の実施と結果に基づいた施肥を推進する。
④排水改良
　排水の改善に向けては、暗渠排水の設置・更新を進めるとともに、簡易な排水対策を進める。
⑤新たな需要の拡大
　実需者との情報交換を行い、需要に応じた生産をすすめ、販路拡大を図る。



３．課題解決に向けた取組方針・計画
（２）計画

①　生産量

※　田畑計の数値を記載している場合は、括弧内に田の面積を記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。

※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は、一括の記載が可能）

※　現状値は、計画策定時に数値が把握できる直近の年産を記載する。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　目標年は計画策定年から５年後に生産（麦においては播種）する年産とする。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　直近年が災害等により直近年の記載が適当でない場合は、現状値を７中５とすることが出来る。その場合備考欄に明記すること。

※　作付面積、生産量以外の目標を設ける場合は適宜行を追加して記載すること。
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４．推進体制及び役割

・計画のとりまとめ ・農地整備に関する支援
・産地の掘り起こし

・主穀・園芸作物の生産振興

・担い手の育成、法人化推進 ・農地集積に関する支援

・市場開拓、流通対策支援

・販売支援、販路確保

越谷市越谷市の

埼玉県

生産振興課

（主穀・園芸作物の振

農業支援課
農業ビジネス支援

課

農村整備課
指導・助言、
支援の実

状況報告

各農林振興セン

・農家に対する技術指導
経営への助言

・産地拡大に対する助言・協

・事業に関する助言や事業実施

等

全農さいたま 地域農協

販売支援、技術指導

産地

生産者

市町村・地域農業再生



５．他計画・プラン等との連携
作成年

1 令和３年
2
3

具体的連携内容

６．活用予定の事業

関連
○

※県段階で想定している事業名について、記載願います。
※別紙第６の事業に該当する場合は、「○」を入力してください。その他の事業を活用する場合は「-」。
※備考欄には、活用する時期や具体的な取組内容を記載すること。

本計画の実施に当たっては、本計画の内容を、県の「水田収益力強化ビジョン」に基づく水田利活用の推進との
整合を図る。
特に、団地化の推進にあたっては、産地で作成する人・農地プランとの連携を図り、集積された農地が、効果的
に活用されるよう団地化を推進する。
具体的には、麦・大豆増産に取組む地域は、人・農地プランにおいても、作成時・見直し時に麦・大豆の増産に
係る内容を盛り込み、作物の団地化も考慮しプランを作成することとする。

備考連携する計画・プラン等名称
水田収益力強化ビジョン

事業名 備考
水田麦・大豆産地生産性向上事業 当該事業により水田麦・大豆産地の生産体制の強化、収益性・生産性の向

上を推進する。



７．麦・大豆産地生産性向上計画の作成主体

No 作成主体名 関係市町村 活用予定の事業

1 行田市役所 行田市 麦・大豆産地生産性向上事業

※　各主体が作成した「麦・大豆産地生産性向上計画」を添付するものとする。



１．麦・大豆の生産性向上・生産強化に向けた方針

麦・大豆産地生産性向上計画
行田市産地

（作成主体：行田市役所）

　行田市は、全耕地面積(3474.05ha)に対して主食用米(1690.28ha)の作付割合が約5割を占める水田地域
である。
　近年、主食用米の国内需要が減少する中で、将来を見据え、加工用米等の生産拡大、園芸品目の導入
等と併せて、麦・大豆の生産を拡大する必要がある。
　麦・大豆の生産拡大にあたっては、担い手への集積が急速に進む状況を踏まえ、効率的作業を可能とす
る生産性の高い麦・大豆産地づくりを推進していく。
　また、実需と密接に連携し需要が拡大基調である品種へ生産を移行していくとともに、耐病性品種等へ
の切り替えを実需の理解を得ながら早急に進め、単収の安定を実現する。
　現在、行田市においては、行田市水田農業ビジョンにより水田フル活用の推進に取組んでいるが、本計
画において、麦・大豆生産性向上・生産拡大に係る取組をより具体化するとともに関係者の連携を強化し、
農業の更なる活性化を図っていく。

（別添２）
No.

策定年月 令和３年４月

見直し年月令和４年５月



２．麦・大豆生産の現状と課題
（１）需要に応じた生産の現状と課題

（２）生産における現状と課題

・麦については、小麦及び二条麦の作付面積が多く、そのほとんどがＪＡに出荷され、需要と供給のバランスが保た
れている。昨今が主食用米の価格低迷や世界情勢等の影響により、国産麦の需要がより高まっているため、本市
としても麦作の拡大を目指していく。
・また、市内にて生産しているはだか麦品種「キラリモチ」は、加工用として、県内の食品会社に販売されているが、
需要量に対して、生産量が足りない状況であり、増産を図る必要がある。
・大豆については、埼玉県の奨励品種である「里のほほえみ」の生産が主流であるが、本市の特産である「行田在
来青大豆」の生産量を増やし、青大豆を加工した商品の開発や生産を希望する実需者の需要に確実に応えらるよ
う、安定した供給対策と作付面積の拡大を図る必要がある。

近年、作付面積は麦・大豆ともに横ばいで推移しており、単収は長期的に低下傾向となっている。
単収低下の原因として、作付頻度の増加による地力低下等が考えられ、収量を向上させるためには、土壌診断に
基づいた地力の回復、施肥や土壌改良資材の施用等の実施が課題となっている。
また、排水不良も単収低下の大きな要因となっており、改善が必要となっている。さらに、近年は、担い手への農地
の集約が急速に進み、1農家あたりの作業面積が拡大することにより、適期作業の逸失等が起こり、単収低下を引
き起こしており、スマート農業の導入や作付の団地化等の推進が必要だが、団地化率は横ばいであり、改善が課題
となっている。



（３）実績

①　生産量

※　田畑計の数値を記載している場合は、括弧内に田の面積を記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※　計画策定時に数値が把握できる直近３年の実績を記載する。麦と大豆で年産が異なっても良い。
※　年産は必要に応じて適宜書き換えて使用すること。

※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は、一括の記載が可能）

単収の推移（kg/10a） 生産量（ｔ）

平成30年産 令和元年産 令和２年産（現状） 平成30年産 令和元年産

322(322) 1,181(1,181)1,430(1,430)1,474(1,474)(315) 315

令和元年度 令和２年度

(420)

令和２年度

大豆 (42) 43 (32)

作物名
単収の推移（kg/10a） 生産量（ｔ）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 平成３０年度

3198 (41) 42 (41) 42 (31)(98) 98 (98) 98 (98)

平成３０年度

令和２年産（現状）

小麦

二条大麦(彩の星）

作物名 品種名
作付面積の推移(ha)

あやひかり (388) 389 (355) 355

(444) 444

1,502(355) 355

(444) 444

令和２年産（現状） 平成30年産 令和元年産

令和元年度

399 (402) 402

378 (378) 378

(420) 420 (420) 420420 (29) 29 (46) 50

2,949

(386) 386 (1,480) 1,484(1,470) 1,473

(3,064) 3,067

(375) 375

(427) 427 (91) 94

3,070

(1,498)

91 (106)

172

106 (94)

(3,062)

(168)

里のほほえみ・
行田在来青大豆 (42) 43

(777) 778

(378)

(7) 7 (11) 12 (40) 41

品種名
作付面積の推移(ha)

32

22

(2,941)(399) 399 (399)

(332) 332

(414) 415

作物計 (778) 780 (765) 767

(417) 418

大麦

はだか麦 キラリモチ

六条大麦(すずかぜ） (24) 24 (28) 28 (22)

(31) 31(98) 98 (98) 98 (41)(42) 43 (32) 32 (98) 98(42) 43 42作物計 (41)42



②　団地化

団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha) 団地化率（％）

※　原則田の数値を記載するが、畑を含んでいる場合は、田の数値を括弧書きで記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※　団地化率は、団地化面積が当該品目の作付面積に占める割合を指す。現状数値以外は把握できる範囲の記載で良い。

※　品種毎の記載が困難な場合は、麦全体及び大豆全体の数値のみの記載で良い。

③　団地化率の計算に用いる団地の基準・考え方

※　都道府県の団地基準面積値を使用している場合は、その旨記載すること。
※　都道府県の団地基準面積値と異なる場合は、必ず記載すること。

埼玉県においては、作業効率等を考慮し、「団地」は４ha以上の、同一作物が作付されており、一連の農作業に支障が生じない２筆以
上の隣接する農地とする。

作物名 品種名
団地化率（％）

令和元年産 令和２年産(現状）

37.6%

99

小麦 あやひかり

二条大麦（彩の星）

団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha)

備考平成30年産

団地化面積(ha) 団地化率（％）

146

244

33.8%

30.0%

31.4%

142 34.1%

97 30.0%

00.0%

243

令和２年度（現状）

31.2%

作物計

大豆
里のほほえみ・
行田在来青大豆

140

作物名 品種名

作物計

六条大麦（すずかぜ） 0.0%

備考

257 33.6%

0.0%0 0.0%

平成３０年度 令和元年度

0 0.0%

0 0.0% 0

0 0.0% 0 0.0%

はだか麦

大麦

キラリモチ 4 57.1% 4 36.4% 12 30.5%

31.4%100

0 0.0%0


